
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色水に使える花をとっています。 

幼児組さんがどんな花を使って作って 

いるのかよく見ていますね。 

 

園庭に咲いているお花や落ちている自然物を使ってたくさん遊んでいます。 

 

自然物との関わりの中で香りや手触りなどに気付き「見て！」「いいにおいだよ」「いちごジュースで

きたよ」と保育者に嬉しそうに教えてくれる姿があります。自然とのふれあいの中で子どもの気付き

や驚き、表現に気付きその気持ちを受け止め一緒になって遊びを楽しんでいます。またお友達や幼児

組の子ども達が遊んでいることに「私もやってみたい！」と興味をもち真似してやってみる姿もたく

さん出てきました。私も！から始まった遊びが今度はこんなこともしてみたい！と遊びが広がってい

く姿にも子どもの成長を感じています。１人の子どもの「やってみたい！」がみんなの「やってみた

い！」に繋がっていますよ。 

 

★すみれ組では幼児クラスのお友達がお花で色水を作って遊んでいる 

姿を見て「私もやりたい！」と色水遊びが始まりました。 

 

お花を潰すときれいなピンク色の色が出てきまし

た。もっとやりたい！とお花を追加したり、お水

を入れてジュースを作って遊んでいます。 

みかんや柿の皮を剥いて遊んでいます。「水の

中だったら剥きやすいかな？」と自分たちで

考えてやってみる姿がありました。 

色水遊びで使用しているスポイトやすり鉢などを

使うことで道具の使い方も分かってきています。

どんどん上達していますよ。 

色水ができるとパフェのカップやコップ、製氷器など自

分たちで選んだ容器に色水を入れています。「先生できた

よ～」とニコニコで見せてくれますよ。製氷器に入れる

ときにはスポイトや計量カップの口を使ってこぼれない

ように一部屋づつ丁寧に入れている姿がありました。 

なんかにおいする！ 

白いお花でも 

やってみたい！ 

！い！ 

ゆっくりゆっくり 

一個ずついれてみよう！ 

次はこれでも 

やってみたいな！ 

できた！！ 

すみれ組だより

ぴんくに 

なってきた！ 

いちごジュースだよ 

どれにしよう 

全部まぜたい！ 

かわかたいね 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

  



  


